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ラジオたんぱ“朝の海上気象”の再開を求める

丸　山　健　人＊

　台風6号が日本列島を襲った7月1日の早朝，気象放

送番組が一つ中止された．ラジオたんば・日本短波放送

の“朝の海上気象”である．毎朝5時50分から10分たら

ずの短い時間で，午前3時の地上データと天気図の概要

が放送され，朝予報の理解を深め，1日の行動計画を考

えるのに役立ってきた．この番組をずっと愛用してきた

ものにとって，生活の一部が奪われたような気持である．

＊Taketo　Maruyama，気象研究所予報研究部．

　一般国民の天気図愛用者が減るということは，気象界

を狭め，気象学の衰退にもつながる．この番組は，1959

年に始まり，1976年4月，スポンサーが見つからず一時

中止されたあと，1978年10月から現在のスタイルで今年

6月まで放送されてきた歴史を持つ．この番組を復活さ

せるスポンサーの現れることを期待し，放送局に対し，

早期再開を要請したい．

　　要請先：〒107東京・港区赤坂

　　　　　　ラジオたんば・朝の海上気象係

26 、天気”32．9．


